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(第1報)

岡山醫科大學稻田内科教室(主 任稻田教授)

助手 醫學士 植 田 安 昌

[昭 和17年12月10日 受稿]

第1章 緒 論

生體 ニ於ケル中間代謝物質ニ對スル肝臟ノ役割

ハ先進諸家ニヨツテ既ニ闡明セラレ又肝臟機能障

碍ハ種々ノ中間代謝物質 ヲ以テスル負荷試驗ニヨ

ツテ之 ヲ證明シ得ルコトモ周知ノ事實デアル.

偖肝臟機能障碍時ニ於 ケル色素排泄作用ノ研究

所謂Chromodiaguostikハ1912年Kochニ ヨリ

「メチ レ ン青 」排泄 作 用 ノ研 究 ニ始 リ,以 來 此 目的

ニ對 シ種 々ノ 色素 ガ使 用 セ ラル ル ニ至 ツ タ.例 ヘ

バRosenthal (1922)ハ 「テ トラク ロー ル フエ ノ ー

ル フタ レイ ン」 ヲLehpin (1921)ハ 「イ ンヂ ゴ カル

ミ ン」ヲFeustermann倉 矢 氏 ハ「ア ゾル ビ ン」(酸

性)ヲ 叉Beuholdハ 「コ ンゴ ー ロー ト」ヲ使 用 シ

尚 ホ 「サ ン トニ ン製 劑 」タ ル「ドラス ミ ン」ヲ用 フル

モ ノ モ アル.

何 レニシ テ モ 色素 ヲ以 テ ス ル肝 臟 機能 檢 査 法 ハ

使 用 スル色 素 ノ膽 汁 ヘ移 行 スル状 況或 ハ血 中 ニ於

ケ ル量 的 變 化 乃 至 尿 中 ヘ ノ排 泄 量 等 ヨ リシ テ之 ヲ

判 定 スベ キデ アル.

1927年BorakハFuchsin-Sノ 尿 中 排泄 試 驗 ガ

肝 機能 檢 査 法 トシ テ用 ヒラ ル ベ キ コ トヲ立 證 シ次

デ1940年Bila Zemplen氏 ハ其 ノ追 試 發 表 ヲ行

ツ タ.即 チ氏 ハ5%ノFuchsin-S 20ccヲ 空 腹時

患者 ヘ經 口的 ニ與 ヘ,後1/4, 1/2, 1, 11/2, 2, 3,

6, 9, 12, 24時 間 後 ニ於 ケル採 取 尿 ニ就 テ色 素 排

泄ノ濃度 ヲ時間的ニ追及シタ結果,實 質性肝臟障

碍時ニ於テハ尿中ヘノ色素排泄ヲ來サナイコ トヲ

觀タ,例 ヘバ加答兒性黄疸,「 サルバルサン黄疸」

及ビ肝硬變症等デハ全ク色素ノ排泄ヲ來サザルカ

或ハ其ノ抑制 ヲ被ルニ反シ,總 輸膽管閉塞性黄疸

即チ膽石症膵臟癌膽嚢癌及ビ淋巴肉芽腫等デハ色

素排泄ニ異常 ヲ認 メナイト發表シテ居ル.

余ハFuchsin-S負 荷試驗ノ確實性ヲ檢討セン

ト欲シ家兎ニ就テ總輸膽管結紮及ビ四鹽化炭素經

口的投與ニヨル肝臟機能障碍 ヲ惹起セシメタモノ

竝ニ墨汁 ヲ以テスル網内被細胞系閉塞ノ場合 ニ於

ケルF-S尿 中排泄ノ状態 ヲ夫々追及シ本法ノ用

フベキヤ否ヤヲ檢討セ リ.尚 ホ同時ニ余ハ 「アド

レナ リ ン」 負荷 ニ ヨル肝 機 能 檢 査法 ヲモ併 用 シ,

F-S負 荷 試 驗 ト比較 ヲモ行 ツ タ.由 テ茲 ニ其 ノ成

績 ヲ發 表 セ ン ト欲 ス.

第2章 實驗方法

實驗動物 トシテハ體重2乃 至3kgノ 健康ナル

雄性家兎 ヲ用キ實驗前ノ1週 間ハ毎日豆腐糟250g

ヲ以 テ之 ヲ飼 養 シ.一 定 ノ食 餌 ニ慣 レシ メ タ尚 ホ

實 驗 ニ際 シ テ ハ15時 間 以上 絶 食 セ ル 家 兎 ヲ使

用 シ,Fuchsin-S負 荷 ト シ テ ハ1% Mer K製

Fuchsin-S溶 液 ヲ經 口的 投 與 ノ場 合 ハ「胃 ゾン デ」

ニ ヨ リ經 皮 的投 與 ノ際 ハ 家 兎背 面 ノ皮 下 ヘ注 射 シ

タ.又 採 尿 ニ當 ツ テハ 「カ テ ー テル 」ヲ用 ヒ,耳 靜

脈 カ ラ ノ採 血 ハ可 及 的 家 兎 ノ禁 摶 ヲ避 ケ,採 血 時

以 外 ハ 自由 ニ之 ヲ放 置 シ タ.又 血 糖 測 定 法 トシ テ

ハ ハ ーゲ ドル ン ・エ ンセ ン氏 法 ヲ使 用 シ タ.
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尚ホ網内被系閉塞 ニ際シテハ支那墨 ヲ硝子板上

ニ於テ生理的食鹽水 ヲ滴下シツツ磨 リ,後 之ヲ濾

過シ滅菌セルモノヲ最初ハ7cc次 ニ10cc宛 ノ割

合ヲ以テ毎日靜脈内注射 ヲ行ツタ.

實驗ノ詳細ナ點 ニ關シテハ夫々ノ項デ之 ヲ述ベ

ルコ トトスル.

第3章 實驗 成績

第1節 對照實驗

正常家兎ヘ 「胃ゾンデ」 ヲ以テ1% Fuchrin-S

10cc乃 至50ccヲ 送 入 シ更 ニ生水70ccヲ 追 加 シ

F-S送 入後20分,40分,1時 間10分,2時 間10

分,3時 間10分,6時 間10分 及 ビ24時 間 ニ於 テ

夫 々採 尿 ヲ行 ヒ各 々ノ尿 ヘ少 量 ノ醋 酸 ヲ加 ヘ,尿

中F-S排 泄 ノ状 況 ヲ追 及 シ タ.而 シ テ色素 排 泄 ノ

濃 度 ハ 記 號,-,±,+,++,+++,++++,+++++ヲ 以 テ

示 スコ ト トスル.

1) 1% Fuchsin-S 5cc注 入 ノ場 合

1% Fuchsin-S 5ccヲ 胃 内ヘ 送 入 シ後 生 水70cc

ヲ追 加 シ タル際 ニ於 ケ ルF-S尿 中 排 泄 ハ極 メテ

少 ク 注 入 後2時 間 ヲ經 ル モ 尚 ホ 色素 排 泄 ハ 明瞭

(±)ナ ラズ(第1表 參 照).

第1表

2) 1% Fuchsin-S 10cc注 入 ノ場 合

前同樣ノ操作ニヨリ1% F-S 10cc胃 内 ニ送入

後規定ノ採尿 ヲ行ヒ,尿 中色素排泄ノ状態 ヲ觀ル

ニ,F-S注 入後20分 乃至40分 後 ニ初 メテ色素ノ

出現ヲ見,次 デ時間ノ經過 ト共ニ漸次其ノ色調 ヲ

強 メ,略 ボ2時 間 乃 至3時 間 ヲ經 テ其 ノ最 高度

(++++)ニ 達 シ,以 後 次 第 ニ色調 ヲ減 ジ,24時 間後 ニ

於 テハ殆 ド色 素 ノ排泄 ヲ認 メザ ル ニ至 ル(第2表

參 照).

第2表

第2節 總 輸 膽 管結 紮 ノ 前 後 ニ 於 ケ ル

Fuchsin-Sノ 排 泄 竝 ニ 「ア ド レ

ナ リン注射 試 驗 」 ニ就 テ

1% Fuchsin-S 10ccヲ 生 水70ccト 共 ニ經 口的

投與後上記々載ノ間隔 ヲ以テ採取シタル尿ニ就 テ

色素排泄ノ状態ヲ見,又 同一家兎 ニ就テ0.1%「 ア

ドレナリン」0.2ccヲ 注射 シ,最 初ノ30分 間ハ10

分オ キニ,其 ノ後ハ15分 オキニ血糖 ヲ測定シ,以

テ對照トセリ.次 デ同家兎ノ總輸膽管ヲ十二指腸

開口部ニ近ク2重 結紮ヲ行 ヒ,手 術後2日 目,5日

目,8日 目,11日 目ニ於 テ夫々1% F-S 10ccヲ

經 口的ニ與ヘ,尿 中色素ノ排泄状態 ヲ比較セリ.

其 ノ結果ハ次ノ如シ.即 チ總輸膽管結紮前 ニ於ケ

ルF-Sノ 尿中出現ハ20分 ニシテ濃度(±)ヲ 示シ,

約3乃 至6時 間ヲ以テ其ノ最高點(++++)ニ達 ス,又

總輸膽管結紮後2日 目ノモノニ於テハF-S投 與

後40分 ニシテ初メテ尿中少量ノ色素排泄(±)ヲ

示シ,約3乃 至6時 間後ニ於テ排泄ノ最高(++++)ニ

達 シ,略 ボ對照 ト同樣ノ成績 ヲ得 タ.然 ルニ總輸

膽管結紮後5日 目及ビ8日 目ニ於テハF-S投 與

後40分 ニシテ初メテ尿中色素排泄 ヲ見,次 デ1

時 間乃至3時 間後 ニ於テ最高點(+++)ニ達 シ,以 後

次第 ニ尿中色素ノ濃度ヲ減少セリ.即 チ結紮機ハ

結紮前ニ比シ尿中ニ於ケル.F-Sニ 其 ノ排泄障碍
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ヲ來 ス コ ト ヲ認 メタ.尚 ホ結 紮 後 第11日 目 ニ行

ヘル實驗成績 モ略ボ5日 目及ビ8日 目ニ就テ行ヘ

ルモノト同樣 ノ成績 ヲ得タ(第3表 參照) .

第3表 總輸膽管結紮

次ニ同一家兎(家 兎5號)ニ 就テ0.1%「 ア ドレ

ナリン」0.2ccヲ 皮下注射 シ血糖曲線ノ變化ヲ總

輸 膽管結紮ノ前後ニ就テ檢査シテ見ル ト結紮前空

腹時血糖値99mg%ヲ 示 シ「ア ドレ ナリン」注射

後ハ急激ニ血糖ノ上昇 ヲ來 シ1時 間15分 後 ニハ

其ノ最高値314mg%ヲ 示 シ其ノ後次第ニ下降シ

略ボ4時 間ヲ以テ空腹時血糖値ニ歸ル.

次ニ總輸膽管結紮後第3日 目ノモ ノニ就テ同

樣ノ方法ノ下 ニ血糖値ヲ見 ル ト空腹時血糖値ハ

98mg%デ アルガ 「アドレナリン」注射後ハ徐々

ニ血糖ノ上昇ヲ來 シ2時 間15分 後 ニシテ其ノ最

高値224mg%ニ 達 シ,以 後次第ニ下降シ4時 間

後ハ略ボ空腹時血糖値迄歸ル.尚 ホ結紮後6日 目

ノモノニ於テハ空腹時血糖値ハ120mg%デ アリ

「ア ドレナリン」注射後ハ徐々ニ血糖ノ上昇 ヲ來 ス

コト共ニ2時 間30分 ニシテ,其 ノ最高値192mg%

ヲ示 シ,3時 間30分 後 ニ於テ空腹時血糖値迄下降

ス(第4表 參照).

第4表 總輸膽管結紮時血糖曲線
家兎第5號

更 ニ6號 家兎ニ就テ總輸膽管結紮前 ト結紮後ノ

第2日 目ニ於 ケル尿中F-S排 泄 ノ状態 ヲ比較セ

ルニ大體上記實驗成績 ト同一デアツテ結紮ノ前後

ニ於 ケルF-S尿 中排泄ニハ大ナル變化 ヲ認 メ難

イ.但 シ結 紮 後 ニ於 テハ 結 紮 前 ノモ ノ ニ比 シ尿 中

ヘ色素出現ガ多少共其ノ遲延ヲ來 ス樣デアル(第

5表 參照).

第5表 總 輸 膽 管 結 紮

次ニ同一家兎(家 兎第6號)ニ 就テ總輸膽管結

紮前 ト總輸膽管結紮後 ノ3日 目ニ於ケル 「ア ドレ

ナ リン」過 血糖曲線ノ變化 ヲ比較 スル ト次 ノ樣 デ

アル.即 チ總輸膽管結紮前 「アドレナリン」 ヲ注

射 スル ト注射後1時 間ニ シテ 血糖ハ其ノ最高値

194mg%ヲ 示 シ,3時 間30分 後 ニハ空腹時血糖

値迄下降ス.然 ルニ總輸膽管結紮後ハ 「ア ドレナ

リン」注射後徐々ニ血糖ノ上昇 ヲ來シ2時 間30分

後 ニ シ テ其 ノ最 高値188mg%ニ 達 シ次 デ徐 々 ニ

其 ノ下 降 ヲ來 ス(第6表 參 照).
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第6表 總輸膽管結紮後2日 目血糖曲線
家兎第6號

7號 家兎ニ就テ更ニ總輸膽結紮前 ト結紮後第3

日目ニ於ケル尿中F-S排 泄 ノ状態 ヲ比較セルニ

次 ノ如シ.即 チ總輸膽管結紮前ニ於ケルF-Sノ

尿 中出現ハ40分 ニシテ其 ノ濃度(±)ヲ 示 シ,約

2時 間ヲ以テ其 ノ最高點(++)ニ 達 ス.又 總輸膽管

結紮後3日 目ノモノニ於テハF-S投 與後1時 間

40分 ニシテ初 メテ少量ノ色素排泄(±)ヲ 示 シ,

其 ノ後色素ノ濃度 ヲ増サズ(第7表 參照).又 同

一家兎(家 兎第7號)ニ 就テ血中ニ於ケル(ビ リル

ビン」量 ノ増加 ノ程度 ヲ測定セルニ總輸膽管結紮

後 ノ第2日 目ニ於テ81單 位(ア ウテンリート 比色

計 ニヨ ル)ヲ 示 シ 第3日 目 ニ 於 テハ95單 位 ヲ示

セ リ.

第7表 總 輸 膽 管 結 紮

總輸膽管結紮後其 ノ經過日數尚ホ2-3日 間ニ

過ギザル場合ハ尿中F-Sノ 排 泄ハ正常時ハ著シク

異ラナ イガ經過日數5日 乃至11日 間ニ及ブ際ハ

尿中F-S出 現 ノ時間ハ勿論負荷後3-5時 間 ニ於

テ認 メラルベキF-S濃 度 ニモ亦明白ナ減少ガ認 メ

ラレル.即 チ鬱滯性黄疸 ノ進行 ニ連 レテ尿中F.S

ノ排泄ハ漸次其ノ障碍 ヲ被ルニ至ル.

總輸膽管結紮後 ニ於ケル「アドレナリン」過血糖

状態ノ發生ハ結紮前ノモノト比 較スル ト著シク過

血糖程度ノ減弱ヲ來シ且其ノ低下ハ結紮後ニ於ケ

ル經過日數ニ應 ジテ甚シクナル尚ホ總輸膽管結紮

後 ニ於テ認 メラルル過血糖程度ノ低下 ト尿中F-S

排泄 ノ障碍 トハ略ボ相一致スル成績 ヲ示 ス.

第3節 四鹽化炭素投與 ノ前後ニ於ケル

F-S尿 中排泄竝ニ 「アドレナリ

ン」過 血糖曲線ニ就テ

前實驗 ト全ク同樣此場合モ亦四鹽化炭素投與 ノ

前後 ニ於 ケ ル尿 中F-Sノ 排 泄 ト「ア ド レナ リ ン」

過血糖曲線ノ推移 トヲ比較觀察シタ.尚 ホ四鹽化

炭素ハ家兎體重1kgニ 對 シ0.5ccノ 割合ヲ以テ

經口的投與 ヲ爲シ,後 第3日 目及ビ5日 目ニ於テ

F-Sノ 尿中排泄 ヲ觀察シタ.

四鹽化炭素投與前 ノ成績ハ1% F-S 10cc投 與

後既 ニ20分 ニシテ色素 ノ出現 ヲ見,1時 間乃至3

時 間後ニ於 テ其ノ最高點(++++)ニ達 ス.次 ニ同一

家兎ニ就テ四鹽化炭素投與後第3日 目ニ於ケル試

驗ヲ見ルト,F-Sハ 其 ノ投與後40分 ヲ經テ漸ク尿

中ヘ少量ノF-S排 泄(±)ヲ 來シ,且 投與後2時 間

ヲ經ルモ尚ホ尿中F-Sノ 排泄ハ極 メテ少ク(+)

6時 間 ニ於テ初 メテ相當濃度ノF-S排 泄(+++)ヲ

見 ルニ至ル.併 シ四鹽化炭素投與前ニ於ケル對照

時ト比較 スレバ色素排泄 ノ量ハ一般ニ少イ(第8

表參照).

尚 ホ同一家兎(家 兎第8號)ニ 就テ四鹽化炭素

投與前「アドレナリン」0.2ccヲ皮 下ヘ注射シ,血

糖曲線ノ變化ヲ見ルニ,空 腹時血糖値ハ84mg%

デアルガ注射後血糖曲線ハ急激ニ其ノ上昇ヲ來シ

1時 間15分 後 ニハ其ノ最高値315mg%ニ 達シ,
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吹 デ徐々ニ其 ノ下降ヲ來 ス.

第8表 四鹽化炭素投與

又 同 一 家 兎(家 兎 第8號)ニ 就 テ四 鹽化 炭 素 投

與後 第4日 目 ニ同量 ノ「ア ドレナ リ ン」ヲ注射 シ,

血糖ノ變化 ヲ見ル ト空腹時血糖値91mg%ナ リ

シモ ノ「ア ドレナ リン」注 射 後 ハ次 第 ニ血 糖 ノ上昇

ヲ來 シ1時 間15分 後 ニシテ其ノ最高値184mg%

ニ達 シ3時 間30分 後 ニ於 テ空腹時血糖値迄下降

シタ(第9表 參照).

第9表 四鹽化炭素投與時ノ血糖曲線
家兎第8號

尚ホ他ノ家兎(家 兎第9號)ニ 就テ其ノ對照時

竝ニ四鹽化炭素(pro kg 0.5cc)投 與後 ノ第3日

目及 ビ第5日 目ニ於テ上 記實驗 ト同樣ノ方法ニヨ

リ尿中F-S排 泄 ノ状態竝 ニ「ア ドレナリン」過血糖

發生 ノ状況 トヲ追及シタ其ノ結果ハ四鹽化炭素投

與前 ニ於テハF-S投 與後20分 ニシテ既ニ尿中ヘ

色素ノ出現 ヲ來 シ次デ3乃 至6時 間後ニ於 テ其 ノ

最高點(++++)ニ達 スルコト略ボ前實驗ニ於 ケルモノ

ト同樣ナリ.然 ルニ四鹽化 炭素投與後3日 目ニ於

テハF-S投 興後2時 間ヲ經 テ初メテ尿中色素ノ

排泄ガ認メラレ旦投與後6時 間ヲ經ルモ尚ホ 尿中

F-Sノ 濃度ハ(++)對 照 ヨリモ著シク淡イ,更 ニ四

鹽化炭素投與後第5日 目ニ於ケルモノニ於テモ亦

略ボ同樣ノ實驗成績 ヲ得タ(第10表 參照).

第10表 四鹽化炭素投與

次ニ同一家兎(家 兎第9號)ニ 就テ四鹽化炭素

投與前 ト四鹽化炭素投與後 ノ第4日 目ニ於 ケル

「アドレナリン」過血糖曲線ノ變化 ヲ比較 スル ト次

ノ樣デアル.即 チ四鹽化炭素投與前 「アドレナリ

ン」 ヲ注射スル ト注射後1時 間ニシデ血糖ハ其ノ

最高値258mg%ヲ 示シ,3時 間30分 後 ニハ空腹

時血糖値迄下降ス,然 ルニ四鹽化炭素投與後ハ

第11表 四鹽化炭素投與

家兎9號

83



442 植 田 安 昌

「ア ドレナ リン」注 射 後 徐 々 ニ血 糖 ノ上昇 ヲ來 シ
,

2時 間後 ニシ テ其 ノ最 高値258mg%ニ 達 シ,次

デ徐 々ニ其 ノ下 降 ヲ來 ス(第11表 參 照).

以上實驗成績 ヲ小括スル ト次 ノ樣ニナル.即 チ

四鹽化炭素投與後肝臟機能障碍ガ惹起セラレタト

思ハルル時期ニF-Sノ 負荷試驗 ヲ行ツテミル ト

尿中F-S排 泄 ノ出現時間ハ正常時 ヨリモ著シク

遲レ,且 負荷後3乃 至5時 間ヲ經過スルモ尿中ヘ

排泄セラルルF-S濃 度 ハ健康時ニ於ケルモノヨ

リモ甚シク淡イ.

尚ホ此成績 ヲ前總輸膽管結紮ノ際ニ於 ケルモノ

ト比較 スル トF-S尿 中出現 ノ時間ハ此際前者 ロ

リモ甚シク遲延シ又負荷後3乃 至5時 間ヲ經テ認

メラルルF-S排 泄 ノ濃度モ亦甚シク淡イ.

「ア ドレナリン」過血糖程度ハ四鹽化炭素中毒後

ニ於テハ毎常正常時ヨリモ著シク其ノ低下ヲ來シ

且尿中F-S排 泄 ノ障碍 ト略ボ軌ヲーニスル樣デ

ア ル.

第4節 綱状内被細胞系閉塞前後ニ於 ケ

ル尿中F-Sノ 排泄竝ニ 「アドレ

ナリン」過血糖ニ就テ

生理的食鹽水 ヲ滴下シツツ硝子板上ニテ支那墨

ヲ磨 リ墨汁トシ,濾 過減菌後先ヅ7cc耳 ヨ リ血管

内ヘ注射シ,其 ノ翌日及ビ翌々日各々10cc宛 注

入シク.斯 ク網内系閉塞 ヲ行ツタ其 ノ前後ニ於テ

F-S負 荷後 ニ於ケル尿中色素排泄ノ状態及ビ 「ア

ドレナリン」過血糖 ノ變化 ヲ見ルト以下ノ樣デア

ル.即 チ網 内 系 閉 塞 前 ニ於 ケ ルF-Sハ 其 ノ注 入 後

20分 ニ シ テ既 ニ尿 中 ヘ 其 ノ排 泄 ヲ見,又1時 間

30分 乃至3時 間後ニ於テハ最高點(++++)ニ達 ス.

然ルニ網内系閉塞後第4日 目ノモノ(家 兎第10號)

ニ就テ見ルニF-S投 與後尿中殆ド色素ノ排泄 ヲ

見ナイ.ソ シテ投與後ノ略ボ6時 間ニ於テ初メテ

少量ノF-S排 泄 ヲ見シノミデアル(第12表 參照).

第12表 網 内 系 閉 塞

尚水網内系閉塞前ニ於ケル同一家兎 ニテ 「アドレ

ナリン」注射 ニヨル過血糖曲 線ノ變化 ヲ見ルニ注

射後1時 間ニシテ血糖ハ其 ノ最高値308mg%ヲ

示 シ以後次第ニ下降シツツ3時 間後ニ於テ空腹時

血糖値迄歸ル.次 ニ綱内系閉塞後 ニ於 ケルモ ノ

(家 兎10號)ヲ 見ルニ「ア ドレナリン」注射後血糖

ハ急激ナ上昇 ヲ來シ,1時 間後最高値312mg%

トナ リ,次 ニ下降シ,3時 間半後ニ於テ空腹時血

糖値迄下降シタ(第13表 參照).尚 ホ他ノ家兎

(家兎第11號)ニ 就テ行ツタ網内系閉塞前後 ニ於

ケルF-S試 驗 ノ成績ハ略ボ前家兎ニ於ケルモノト

同樣デアル.即 チ網内系閉塞前F-Sハ40分 ニシ

第13表 網 内 系 閉 塞

家兎10號
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テ尿 ヘ其 ノ 出現 ヲ來 シ,3-6時 間後 ニ於 テ其 ノ最

高 値(++++)ヲ 示 ス.然 ル ニ網 内 系 閉塞 後 第4日 目 ノ

モ ノ デハF-S投 與 後1時 間 ニ シ テ初 メテ尿 中 ヘ

其 ノ排 泄 ヲ認 メ,3時 間乃 至6時 間 ニ シ テ其 ノ最

高 値(+++)ニ 達 スル ノ ヲ見 タ.

以上 得 ラ レ タ實 驗 成 績 カ ラ之 ヲ考 察 スル ニ 「ア

ドレナ リン」 過 血 糖 曲線 ハ網 内 系 閉塞 ニ ヨ ツテ其

ノ變 化 ラ被 ラナ イ,之 ニ反 シ尿 中ヘ ノF-S排 泄 ハ

其 ノ出現 ニ遲 延 ヲ來 ス ト共 ニ尚 ホ最 高値 ニ於 ケル

色素 濃 度 ノ減 少 モ認 ム ル コ トガ出來 ル.以 上實 驗

成 績 ヲ小 括 ス ル ト次 ノ樣 ニ ナ ル.即 チ墨 汁 ヲ以 テ

網 内被 細 胞 系 ノ閉塞 ヲ行 ヘ ル際 ハF-S負 荷 後 ニ

於 ケル尿 中 ヘ ノ色 素 出現 時 間 ニ遲 延 ヲ來 ス ノ ミデ

ナ ク,更 ニ1乃 至3時 間後 ノ尿 ニ就 テ認 メ ラル ベ

キF-S排 泄 濃 度 モ亦 其 ノ減 少 ヲ來 ス.即 チ 網 内 系

閉 塞 ハ 門 脈 小 分 枝 カ ラ シテ 肝靜 脈 ヘ ノF-S移 行

ヲ阻 グル モ ノ ト察 セ ラ レル.之 ニ反 シ 「ア ドレナ

リ ン」 過 血糖 程 度 ニ ハ格 別 ノ著變 ヲ起 サ ナ イ.

第5節 Fuchsin-S經 皮 的 投 與 ニ就 テ

1) 四鹽化炭素中毒家兎ノ場合

1% F-S 5ccヲ 皮 下 ヘ注 射 シ,注 射後20分,40

分,1時10分,1時40分,2時10分,3時10分,

6時10分 及 ビ24時 間後 ニ於 ケル尿 ニ就 テ豫 メ

F-Sノ 排 泄 ヲ見,次 デ四 鹽 化 炭 素(pro kg 0.5cc)

投 與後2日 目 ノモ ノ ニ就 テ同樣 ノ實 驗 ヲ行 ヘ ル結

果 次 ノ成 績 ヲ得 タ.即 チ 四 鹽化 炭 素 投 與 前 ニ於 ケ

ル尿 中F-Sノ 山 現 ハ 其 ノ投 與 後20分 ニ シ テ現 レ

其 ノ最 高 値 ハ40分 乃 至1時 間 ノ間 デ ア ル.

次 ニ四 鹽 化 炭 素 投與 後2日 目 ノ モ ノ ニ就 テ 見 ル

トF-Sノ 出現 ハ20分 後 デ ア ル ガ其 ノ排 出濃 度 ハ

弱 ク,又 最 高 値 ヘ 達 スル時 間 ノ延 長 ガ認 メ ラ レル

即 チ1時 間 乃 至3時 間 ニ シ テ最 高 値 ヲ現 シテ 居 ル

併 シ色 素 排 泄 ノ程 度 ハ弱 イ(第14表 參 照).

即 チ上 記 實 驗 成 績 カ ラF-S皮 下 注 射 ノ場 合 ニ

第14表 四 鹽 化 炭 素 中 毒

於テ モ亦肝臟機能障碍 ノ存在ヲ認識 スルコ トガ出

來ル.

次 ニ前實驗 ト同樣ノ方法 ヲ以テ1% F-S 2ccヲ

皮下ヘ注射シ,四 鹽化炭素投與 ノ前後ニ於 ケルノ

排泄 ヲ比較觀察 シタ,四 鹽化炭素投與ノ前後 ニ於

ケルF-Sノ 排泄 ヲ比較觀察シタ.即 チ四鹽化炭素

投與 後3日 目 ノ モ ノ(家 兎 第14號)ニ 就 テ見 ル ト

尿 中 ヘ ノ色 素 出現 ハ20分 デ ア リ,其 ノ濃 度 ハ四

鹽化 炭 素 投 與 前 ニ比 シ多 少 弱 イ,併 シ一 般 ニF-S

ノ排 泄 ハ 其 ノ 投 與 ノ 前 後 ニ於 テ 著變 ヲ 示 サ ナ

イ.即 チ上 記F-S 5cc投 與 ノ場 合 ト全 ク 同樣 デ ア

ル.

第15表 四 鹽 化 炭 素 中 毒
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2) 網 内 被 系細 胞 閉塞 ノ場 合

前 同樣F-S 5ccヲ 皮 下 ニ注 射 シ網 内系 閉 塞 前 後

ニ於 ケ ル尿 中F-S排 泄 ノ状 態 ヲ見 ル ト,閉 塞 前 ニ

於 ケルF-Sハ20分 ニシ テ尿 中 ニ現 レ(+++)1時 間

後 既 ニ其 ノ最 高 値(+++++)ニ達 ス.又 網 内 系 閉 塞後 ノ

モ ノ ニ就 テ見 ル トF-S負 荷後 同 ジク20分 ニシ テ

既 ニ色素 出現 ハ陽 性(+++)ト ナ リ,1時 間 ニ於 テ其

ノ最 高 値(+++++)ニ達 ス,即 チ尿 中F-S排 泄 ハ網 内 系

第16表 網 内 系 閉 塞

閉塞 ノ前 後 ニ於 テ其 ノ著 變 ヲ示 サナ イ.

次 ニ亦 同樣 ノ方 法 ヲ以 テ1% F-S 2ccヲ 皮 下 ヘ

注射シ,網 内系閉塞前後ニ於 ケル其ノ排泄 ヲ追及

セルニ之又略ボ前同樣ノ成績 ヲ得タ(第17表 參照)

第17表 網 内 系 閉 塞

即 チF-S皮 下注 射 ニ際 シ テ ノ成 績 ハ之 ヲ經 口的

投 與 ノ場 合 ト比較 スル ト著 シク相 違 ガ アル.即 チ

網 内系 閉 塞後 ニ於 テ經 口的 ニF-Sヲ 投與 ス レバ

尿 中 ニ於 ケル當 該色 素 ノ出 現 ニ甚 シ キ遲 延 ヲ來 ス

ノ ミデ ナ ク.尚 ホ一 定 時 間 ヲ經 過 スル モ,尿 中 ヘ

排 泄 セ ラル ル濃 度 ハ著 シク 淡 イ.之 ニ反 シ皮 下 ヘ

F-S注 射 ヲ行 フ際 ハ 色 素 排 出現 時 ニ遲 延 ハ ナク 又

一 定時 間 後 ニ於 ケル尿 中色 素 排 泄 ノ濃 度 モ亦 極 メ

テ濃 イ.

上記 實 驗 成 績 ヲ要 約 スル ト 次 ノ樣 ニナル.F-S

經 口的 投 與 ノ際 ハ 四鹽 化 炭 素 中毒 ニ ヨ ツテ尿 中 ヘ

ノF-S出 現 竝 ニ其 ノ排 泄 濃 度 ヘ 著變 ヲ認 メ得 ル

モF-S皮 下 注 射 ニ際 シテ ハ 四鹽 化炭 素 中毒 後 ト

雖 モF-S排 泄 ニ著 變 ヲ來 サ ナ イ.之 恐 ラ クハF-S

門 脈 系 ヲ經 テ直 接 肝 臟 ヘ到 達 セ ザ ル 爲 ト考 ヘ ラ

ル.即 チF-Sニ ヨル肝 臟 機能 檢 査 法 ハ經 口的F-S

ノ投 與 ニ ヨ ツテ ノ ミ其 ノ正確 ヲ期 待 シ得 ル モ ノ ト

推 斷 セ ラル.

第4章 總括竝ニ考按

家兎ニ就テ總輸膽管結紮,四 鹽化炭素ノ投與及

ビ墨汁 ヲ以テスル網内系ノ閉塞ニヨツテ肝臟機能

障碍 ヲ起サシメタ後F-S排 泄試驗竝 ニ「アドレナ

リン」過血糖状態 ヲ追及シ得タ成績ヲ總括スレバ

次 ノ樣デアル.

1) 1% F-S 10ccノ 經 口的投與 ヲ行ヒ,後20分,

40分,1時10分,1時40分,2時10分,3時10

分,6時10分 及 ビ24時 間 ニ於ケル夫々ノ尿ニ就

テ,F-Sノ 排 泄ヲ總輸膽管結紮 ノ前後ニ於テ比較

研究シタ結果ハ次ノ樣デアル.即 チ總輸膽管結紮

後第2日 目ニ於ケル實驗 デハ尿中F-Sノ 排泄ハ

結 紮 前 ノ モ ノ ト比 較 シ格 別 ノ變 化 ヲ示 サ ナ イ.然

ル ニ結紮 後5日 目及 ビ8日 目 ニ於 ケ ル モノ ニ於 テ

ハ 尿 中F-Sノ 排 泄 ニ相 當 ノ障 碍 ヲ認 ム ル コ トガ

出來ル.即 チ鬱滯性黄疸 ノ進行 ニツレテ尿中F-S

ノ排 泄 ハ 其 ノ出 現 竝 ニ濃 度 ニ於 テ 明 カ ニ其 ノ障碍

ヲ被 ル ニ至 ル.「 ア ドレナ リ ン」注 射 ニ ヨル 過 血 糖
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曲線 ハ總輸膽管結紮後ノ日數ニ應ジテ著明ナル過

血糖程度 ノ低下ヲ來 ス.

2) 四鹽 化炭素pro kg 0.5ccノ 割 合ヲ以テ家

兎 ニ經 口的 投 與 ヲ爲 シ 其 ノ前後 ニ於 テ1% F-S

10ccヲ 負 荷 シ,尿 中F-Sノ 排 泄 及 ビ 「ア ド レナ

リン」過血糖曲線 ヲ比較 シタ結果次ノ成績 ヲ得タ.

即チ四鹽化炭素中毒ニ際シテハ其ノ以前ニ比シ,

F-S經 口的投與後尿中ヘ排泄セラルル色素出現ニ

至 ル迄ノ時間ニ遲延 ヲ來シ且排泄濃度モ亦其ノ減

少 ヲ來 ス.然 ル ニF-S皮 下 注 射 ノ場 合 デ ハ,尿 中

ニ於 ケ ル 色 素 排 泄 障 碍 ガ前 者 程 明 白 デ ハ ナ イ.

「ア ド レナ リン」注 射 ニ ヨル過 血 糖 程 度 ハ四 鹽 化 炭

素投與後 ニ於 テハ毎常過血糖程度 ノ明白ナ低下ヲ

來 ス.

3) 墨 汁 ヲ最 初7cc次 ニ10cc宛2囘 注 入 シ テ

網 内 系細 胞 ヲ閉 塞 シ 其 ノ 前 後 ニ於 テF-S試 驗 竝

ニ 「ア ドレナ リン」過 血糖 程度 ヲ比較 シ次 ノ成績 ヲ

得 タ.即 チ網 内 系 閉塞 後1% F-S 10cc經 口的投

與 ノ場 合 ニ於 テ ハ 毎 常尿 中F-S排 泄 ニ顯 著 ナ ル

障碍 ヲ認 メル.之 ニ反 シ1% F-S 5cc乃 至2cc經

皮 的投 與 ノ場 合 ニ於 テハ 網 内 系 閉塞 ノ前 後 ニ於 テ

何 等 著變 ヲ見 ナ イ.尚 ホ「ア ド レナ リ ン」0.2cc注

入 ニ ヨル 過血 糖 曲線 ハ 網 内 系 閉 塞 ニ ヨ リ全 ク其 ノ

變 化 ヲ示 サ ナ イ.

偖上記實驗成績 ヨリ從來ノ文獻ヲ參照シ聊カ考

按ヲ試 ミルニ總輸膽管結紮及ビ四鹽化炭素投與ガ

肝臟ニ一定ノ變性 ヲ來サ シムル コ トハ既 ニ余ノ

「アセ トン」ニ ヨル肝臟機能檢査法ナル論文 ニ於テ

述 ベタル所デアル.而 シテ本實驗ニ於テ總輸膽管

結紮 ヲ爲セル2頭 ノ家兎(第5號 家兎竝 ニ第6號

家兎)ニ 於テモ亦著明ナル黄疸 ト共ニ肝臟 ノ輕度

ナル肥大ヲ來 シ,且 表面竝ニ割面ニ於テハ黄色樣

斑點ガ認メラレ膽嚢ハ極度ニ擴張セ リ.又 肝臟ノ

一部ヲ切片 ト爲 シ之 ヲ鏡檢 スルニ肝臟 ノ實質細胞

ハ一般ニ溷濁腫脹 ヲ來シ小葉間結締織 ノ稍々増殖

トSchaltstuckノ 新 生及ビ實質細胞ニ於ケル網

状壊死竈存在ヲ多數 ニ認 メ得 タガ血管ノ新生竝ニ

鬱血等ハ之 ヲ認メ得 ナカツタ.

又 四鹽化炭素ノ場合(第8號 竝ニ第9號 家兎)ニ

就テハ黄疸ノ發生ハ著明デナカツタガ肝臟ハ一般

ニ稍々其ノ萎縮 ヲ來シ,之 ヲ鏡檢 スルニ肝小葉周

邊部ノ肝實質細胞ハ稍々腫大スルモ原形質及ビ核

ニ變化ヲ認メ難ク,小 葉中心部及ビ中間帶ニ於テ

ハ核ノ破壊消失セルモノヲ多數ニ見タ.尚 ホ網内

被 系 閉 塞 ヲ行 ヘル4例(第10,第11號 家 兎,第15,

第16號 家 兎)ニ 於 テ ハ 一般 ニ肝 臟 ハ 其 ノ黒染 ヲ

來 スト雖モ形状及 ビ硬度ニ變化ヲ認メ難ク之 ヲ鏡

檢 スル ニ網 内 被細 胞 系 ハ 強 ク墨 汁 ヲ取 ツ テ黒 染 セ

ル コ トヲ認 メ得 タ.

偖 斯 樣 ナ解 剖學 的變 化 ガ肝 臟 ヘ發 生 ヲ來 シ タ ト

ス レバ其 ノ機 能 障碍 ヲ惹 起 スル コ トハ勿 論 デ ア ツ

テ其 ノ結 果 又 種 々 ノ新 陳 代 謝 異 常 ヲ伴 フコ トモ推

察 ニ難 ク ナ イ.

從 來 行 ハ レタ色 素排 泄 試 驗 ハ 多 ク ハ靜 脈 内或 ハ

皮 下 ヘ 色素 ヲ注射 シ以 テ尿 中 ヘ ノ其 ノ排 泄 或 ハ血

中 ヨ リノ消 失 乃 至十 二指 腸 液 ヘ ノ其 ノ排 泄 ヲ測 定

スル コ トニ ヨツ テ機 能 檢 査 ノ判 斷 ニ使 用 シ タ.而

シ テ非經 口 的投 與 ニ ヨル 色素 ハ 其 ノ性状 ニ應 ジ或

ハ 肝臟 ヨ リ或 ハ腎 臟 ヨ リ主 トシ テ其 ノ排 泄 ヲ來 ス

ト言 ハ レテ 居ル.

岡 通 氏 ニ ヨル ト 「コ ロ イ ド」 状 態 ニ アル 色素 例

ヘ バKongorot, Kongokorinth-G. Azoblau,

Kon-gorubin A.及 ビAnilinblauハ 主 トシ テ 肝

臟 ヨ リノ排 泄 ヲ來 ス ト言 フ.即 チ カ カル 性 状 ノ色

素 類 ハ肝 臟 機能 檢 査 法 ニ最 適 ノモ ノ ト言 フ コ トガ

出來 ル.

偖 經 口的 投 與 ヲ爲 セ ル脂 肪類 以來 ノ異 物 特 ニ毒

物 ハ從 來 ヨ リ明 カ ニサ レタ樣 ニ乳 糜 管 又ハ 胸 管 ヲ

通 ル コ トナ ク シテ吸 收 セ ラル.之 明 カ ニ該 物 質 ハ

門脈 ヲ經 テ直接 肝 臟 ヘ到 達 スル コ トヲ示 ス ニ外 ナ

ラ ン.即 チ門 脈 系 ハ コノ際 其 ノ解 毒機 轉 ニ對 シ重

要 ナル 生 理 的 意 義 ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ ラ レル.從

ツ テ異 物乃 至 毒 物 ハ 門脈 系 ヲ通 過 スル 間 ニ於 テ其

ノ變 性 ヲ被 ル コ トモ想 像 ニ難 ク ナ イ.斯 ク考 察 ス
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レバ經 口的投 與 ニ際 シ テ ノF-Sモ コ レ又 異 物 ト

同一 ノ經 路 ヲ通 リ其 ノ吸 收 及 ビ變 性 ヲ受 ク ル モ ノ

ト考 ヘ ネバ ナ ラ ン.余 ノ行 ツ タ家 兎 ニ就 テ ノ實驗

成績 ヲ見 テ ミル ト家 兎 ヘ肝 臟 機 能 障 碍 ヲ起 サ シ メ

タ後 經 口的F-Sノ 投 與 ヲ行 フ場 合 ニ於 テ ハ 非經

口的投 與 ノ場 合 ヨ リモ著 シク其 ノ排 泄 障 碍 ヲ認 ム

ル コ トガ出來 タ.之 門脈 系統 ガF-S排 泄 ニ對 シ大

ナル 役 割 ヲ演 ジテ 居 ル コ ト ヲ物語 ル ニ外 ナ ラ ン.

尚 ホ在 來 ノ研 究 ニ ヨル ト網 内被 細 胞 ガ色 素貪 喰 作

用 ニ携 ル コ トハ 周 知 ノ事實 デ ア リ,又 網 内 系 閉塞

ニ由 ツ テ其 ノ機 能 脱落 ヲ招來 セ シ ム ル コ トモ明 白

デ アル.而 シテ余 ノ行 ツ タ網 内 系 閉塞 試 驗 ノ結 果

カ ラ推 測 スル ト網 内 系閉 塞 ハ 門脈 分 枝 ヘ 到 達 シ タ

F-Sヲ シテ肝 靜 脈 枝 ヘ ノ移 行 ヲ阻 止 スル 樣 ニ思 ハ

レル.從 ツ テF-Sノ 經 口的投 與 ニ際 シ テ ハ 尿 中

F-Sノ 移 行 ヲ認 メ難 イ,之 ニ反 シ皮 下注 射 ニ際 シ

テハ網 内 系 閉塞 ノ有 無 ニ關 係 ナ ク 尿 中 ヘ ノF-S

移行 ヲ認 ム ル コ トガ 出來 ル.

偖 岡 通氏 ハF-Sハ 腎臟 ノ ミヨ リ排 泄 セ ラ レ,肝 臟

ヲ通 過 シ ナ イ ト主 張 シ タサ レ ド1927年Karczag

及 ビBorakハF-Sヲ 皮 下 注射 セ ル海 〓 ニ於 テ其

ノ膽 汁 ガ強 ク着 染 セル 事 實 ヲ認 メ以 テBorakハ

F-Sハ 肝 臟 ヲ通過 スル色 素 ナル コ トヲ主張 シ タ.

余 ノ實驗 ニ就 テ觀 テモ網 内 系閉 塞 ノ時 タル ト四鹽

化 炭 素使 用 ノ場 合 トヲ問 ハ ズ經 口的F-S投 與 ノ場

合 ニ於 テ ノ ミ著 明 ニ其 ノ排 泄 障碍 ヲ來 シ テ居 ル.

之 ニ反 シ經 皮 的F-S投 與 ノ際 ニ於 テ ハ 尿 中 色素

排 泄 ノ障碍 ハ遙 カ前 者 ニ及 バナ イ,コ レ肝 臟 ヲ直

接 通 過 スル色 素 量 ノ少 キ コ トヲ示 スニ外 ナ ラ ン.

即 チ經 口的投 與 ニ ヨ ルF-Sハ 門脈 ヲ經 テ肝 臟 ニ

達 シ肝 實 質 細 胞 ノ影 響 ヲ受 ケ テ大循 環 ニ入 リ腎臟

ヲ經 テ尿 ヘ排 泄 ヲ來 スモ ノ ト考 ヘ ラル.而 シ テ肝

臟 障 碍 ニ際 シF-S排 泄 ニ障碍 ヲ來 サ シ ム ル所 以

ハ 恐 ラク ハ健 全 ナ ル肝 臟 ハ 色素 ガ肝 臟 ヲ通 過 スル

場 合 其 ノ「コ ロ イ ド」状 態 ヲ變 化 セ シ メ以 テ腎 臟 ヲ

經 テ尿 中 ヘ其 ノ排 泄 ヲ來 サ シ ムル モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ル.然 ル ニ肝 臟 機 能障 碍 時 ニ於 テハ 上 記作 用 ヲ完

全ニ遂行 シ得 ザル結果F-S尿 中排泄ニ障碍 ヲ招

ク モ ノ ト推 察 セ ラル.次 ニ「ア ド レナ リ ン」過血 糖

ノ發 生 トF-S排 泄 試 驗 トヲ比 較 ス ル ニ總 輸 膽管

結 紮 ノ場 合 ニ於 テハ 「ア ド レナ リ ン」過 血 糖 低 下 ノ

程 度 ハF-S試 驗 ニ於 ケル モ ノ ヨ リモ顯 著 デ アル.

之 ニ反 シ四 鹽 化 炭 素 中 毒 及 ビ網 内系 閉 塞 ヲ行 ヘル

場 合 ニ於 テ ハF-S排 泄 障 碍 ノ方 ガ「ア ドレナ リ ン」

過 血糖 ニ ヨル モ ノ ヨ リモ,寧 ロ明瞭 ナ ル成 績 ヲ示

ス.要 之ニF-Sヲ 以 テスル肝臟機能檢査法ハ網内

被細胞系竝 ニ肝實質細胞ニ於 ケル變化ニ際シ,ヨ

リヨク其ノ機能障碍 ヲ知悉セシム可キモ尚ホ膽管

ノ機械的閉塞ニヨリ高度ナル膽汁鬱積ノアル場合

ニ於テモ亦其ノ機能檢査法 トシテ之 ヲ賞用スルニ

足ル方法 ト考ヘラレル.加 之,コ ノ方法タルヤ其

ノ操作極 メテ簡單且鋭敏ナルガ故 ニ臨牀上ニ於ケ

ル最適 ノ方法 ト思惟セラル.

第5章 結 論

上記成績 ノ結果 ヲ結論セバ次ノ如シ.

1) 總輸膽管結紮ニヨル器械的黄疸ガ尚ホ輕度

ナル場合ニ於 テハ尿中F-Sノ 排泄ニ異常ヲ認メ

ナイガ黄疸ノ進行ニ ツレテ尿中F-S出 現 ノ遲延

ト色素最高濃度ノ低下 トヲ來 ス.

2) 「ア ドレナリン」過血糖ハ總輸膽管結紮後ノ

晩期ヂハ勿論早期ニ於テモ亦著變 ヲ示ス.

3) 四鹽化炭素中毒ニ際 シテノ肝機能障碍ハ經

口的F-S投 與後ニ於 ケル尿中F-S出 現 ノ遲延 ト

色素最高濃度ノ低下カラ之ヲ推斷スルコトガ出來

ル.但 シF-S皮 下注射ハ肝臟機能障碍 ヲ推知スル

ニ足ル樣ナ尿所見ヲ與ヘナイ.

4) 四鹽化炭素中毒 ニ際シテノ「ア ドレナリン」

過血糖曲線 ノ變化ハ略ボF-S經 口的投與後ニ於テ

認 メラルルF-S排 泄 ノ障碍 ト略ボ相一致シテ居ル.

5) 網 内系閉塞後 ニ於 テF-S經 口的負荷 ヲ行 フ

際ハ尿中F-Sノ 發現ハ甚シク遲 レ且3-6時 間 ヲ

經過スルモ尿中色素排泄ハ著シク尠イ.之 ニ反シ

F-S皮 下注 射ハ尿中色素排泄 ニ變化ヲ來ザナイ.
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6) 網 内 系閉 塞 ニ ヨ ツ テF-Sノ 排 泄 ハ 顯 著 ナ

ル障 碍 ヲ被 ル ニ拘 ラ ズ「ア ド レナ リン」過 血 糖 曲線

ハ格 別 ノ變 化 ヲ認 メナ イ.

7) F-Sニ ヨル 肝臟 機能 檢 査法 ハ其 ノ經 口的 投

與 ニ ヨツ テ ノ ミ可 能 デ ア ツテ皮 下 注射 ハ 推 知 スル

ニ足 ル尿 所 見 ヲ齎 サ ナ イ.

8) 肝 臟 機 能 檢 査 法 トシ テ ノF-S試 驗 ハ肝臟

實質細胞變性ノ場合ハ勿論尚ホ鬱滯性黄疸ノ場合

ニ於テモ亦用ヒラレルノミデナク網内系機能脱落

ノ判定ニ際シテモ亦之ヲ適用スルコトガ出來ル.

擱筆 スルニ當 リ恩師稻国教授 ノ御懇篤ナル

御指導竝ニ御校閲ニ對シ滿腔ノ謝意 ヲ表 ス.
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Aus der Inneren Inada-Klinik der Med. Fakultat Okayama. 

 (Direktor: Prof. Dr. S. Inada)

Die Leberfunktionsprufung mit der Fuchsin-S Betastung.

(1. Mitteilung)

Von

     Dr. Yasumasa Ueda. 

 Eingegangen am 10. Dezember 1942.

    Die Untersuchung des Farbstoffausscheidungsvermogens, die sog. Chromodiagnostik, 

wurde 1912 von Koch in die Reihe der klinischen Laboratoriumsmethoden eingefuhrt, der 

die Ausscheidung von Methylenblau beobachtete. Seither wurde eine ganze Reihe von 

 Farbstoffen empfohlen (Tetrachrolphenolphthalein, Kongorot, Azorubin-S, Indigokarmin 

 usw.) die durch die Leber ausgescheiden werden.

    1927 hat Borak die Beobachtung der Ausscheidung des Fuchsin-S als einfache, ohne 

 besondere Ausrustung ausfuhrbare Probe empfohlen. Borak gibt keine Erklarung fur des 

Ausbleiben der Fuchsin-S-Ausscheidung bei schweren Leberschadigung. 

    Seine Feststellung sind nur empirisch. Daher uberprufte Verfasser diese Methode.
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   Er gab Kaninchen auf nuchternen Magen 10cc 1% iges Fuchsin-S und darauf ein 

Glas Wasser zu trinken.

Der Harn wurde 1/3, 2/3, 11/6, 12/3, 21/6, 31/6, 61/6 und 24 Stunden nach der Einnahme des

Farbstoffes gesammelt und nach Ansauerung mit Essigsaure der Beginn der Ausscheidung 

 und die Farbintensitat bestimmt.

 Verfasser verglich die Farbintensitat des Fuchsin-S im Harn vor und nach der Leber-

schadigung mit Carbonatetrachlorid, Choledochusunterbindung, und Blockierung der 

Leberendothelzellen.

 Dabei ergaben sich folgende Resultate.

   1) Wenn der mechanische Ikterus nach der Choledochusunterbindung noch leicht 

ist, wird die Ausscheidung des Fuchsin-S zum Harn nicht gestort. Mit der Zunahme des 

 Ikterus wird der Beginn die Ausscheidung verzogert und auch die Farbintensitat ver-

mindert.

 2) Die Hyperglykamie nach subkutaner Adrenalin-Zufuhr (0.1% Adrenalin, 0.2cc) 

vermindert sich naturlich im spateren Stadium der Choledochusunterbindung wie auch 

im fruheren Stadium,

 3) Wenn das Kaninchen mit Carbontetrachlorid vergiftet wird, kann man den 

 Leberschadigungsgrad durch den Verminderungsgrad der Fuchsin-S-Auscheidung zum 

 Harn beurteilen.

   Aber wurden keine Leberfunktionstorungszeichen beobachtet, wenn das Fuchsin-S 

 subkutan injiziert wird.

 4) Die Verminderung der Hyperglykamie nach der Adrenalin-Injektion verlauft fast 

parallel mit der Ausscheidungsstorung des Fuchsin-S zum Harn nach paroraler Zufuhr 
des Farbstoffes. 

 5) Wenn man dem Kaninchen das Fuchsin-S (paroral) nach Blockierung der Lebor- 
endothelzellen gibt, dann wird die Ausscheidung des Fuchsin-S zum Harn sehr vermin- 

dert. Wenn das Fuchsin-S aber subkutan injiziert wird, wird die Fuchsin-S-Ausscheidung 
 zum Harn nicht vermindert.

   6) Die Hyperglykamie vermindert sich nach der Adrenalin-Injektion durch Blockie-

rung der Leberendothelzellen nicht.

 7) Die Leberfunktionsprufung mit Fuchsin-S ist nur durchfuhrbar, wenn man das 

 Fuchsin-S paroral gibt. 

   8) Man kann die Leberfunktionsprobe mit Fuchsin-S anwenden, wenn Leberparen-

chymzellen gestort sind und ein alter Choledochusschluss und Blockierung der Leber-

endothelzellen besteht. (Autoreferat)
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